
麟難

欝
蒙籍

溝

作品タイトル：かんじきはけるかな？

氏　名小川紗与

」
螺
《

コメント：雪国ならではのかんじき。かん

じきをはくのはむずかしい。みっちゃんは、

じょうずにはけました。

　　　　　冒．

作品タイトル：雪像作り

氏名：川崎有紀
コメント。がんばってみんなで協力して雪

像の手を作っているところで、みんながと

てもがんばっているように見えました。

　　　　　　　　　　　　　　　．．灘

作品タイトル15年生の教室
氏　　名1斉喜　裕
コメント：これは、5年生．のみんながもう

すぐ卒業する6年生に手紙を書いている所
です。この写真を撮一）たわけは、みんなが

いっしょうけん命書いているところがいい
なあと思、ったからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝
作品タイトル1小さな春のおとずれ

氏名：小林和彦
コメント：もう川西町仙田では、小さな春
がおとずれています。つくしや、ふきのと
うか辛　しずつ成長しています。季節を知
’）せるのは、ニュースよりつくしや、ふき

のとうのようですね。

作品タイトル1木と私たちは友だち
氏名二高橋．恵梨奈
コメント：裡、がこの写真がいいなあと．田、っ
た理由は、利、はもともとあそんでいるゴ’供
を撮’るつもりだったけど、たまたま木力ごう

つってて、その木が1’・供たちがあそんでい
るのを楽しそうに見ている気がしたので、
この写真にしました。

作品タイトル1ほブ）ほの

撫　
　
∋

、
縛
導

　
●

涛轟一

「
』

覧
」』自

作品タイトル：トトロとネコバスの仙田小
　　　　　　　の仲間達

氏名：増田紗千
コメント：トトロとネコバスの上でみんな
が楽しく遊んでいるところがよくとれたと
思、います。トトロとネコバスも、みんなを

心よくむかえてくれたみたいです。

高橋裕子

作品タイトル1日直の什事をする友達

氏　　名：増田悟

いっしょうけんめい日直の仕事

、
網

饗

NO．489
平成11年5月10日

氏

トラ・ソクや車のそう音がめった

にないので、犬もほのぼのしていられます。

ジャッキーの　」安心した顔』がすてきです。

1酬＿＿麟轡

作品タイトル：六送会準備中

氏　名1小林儀樹
コメント：この写真は六送会（6年生を送

る会）の準備中の写真です。3月に入って

からだから、みんなとっても大いそがしで

す。六送会にまにあうか心配です。

作品タイトル：ただいま朝学習やってま一一
　　　　　　　す

氏名：斉木愛美
コメントニこの写真は朝、学校にきて8時
15分かバ）漢字ドリルや言十算ドリルをしてい
るところです。わからないときは友達にお
しえてもらえるからとってもいいで～す。
と一）ても楽しいよ。

作品タイトル：中学校にむかってLet’s　Go

氏名：増田和起
コメント：今年の春にぼく達は卒業します。

新しい中学校生活にむかってLet’s　Go

作品タイトル：撮る人は撮られる人

氏名：登坂政哉
コメント1この作品の入が大きく写ってい
てよくできだと、慰いますが、バッタにはな

にもなくシンブルですけど、撮られている
人を撮っているので題名どおりでいいと、田、

います。

をするところがいいなあと思ってこの写真

を出しました。

灘繋讐
纒簗

』　　　　　　　、一、

作品タイトル：私が見つけた広い空

氏名：小林圭子
コメント：この青空は、自分で見つけまし

た。すてきな所は、だれかに見てほしいの

か、水色と臼をせいい一）ばいにかがやかせ

ているところです。

　　　　　　譲灘

作品タイトル：なかよし2八の絵書き

氏名：丸山剛
コメント1ぽくは、この作品は、なかよし
の2へが絵を書いているところです。
もしんけんに絵をかいているなあと想、いま

す。この作品は、とてもいい作品だと思い
ます。

作品タイトル：巨入なんかにふまれるな！ノ

氏　　名：高橋大地

コメント：春になり、つくしが出始めたこ

ろ、八．間たちにつくしがふまれそう。

つくしたちは負けずに、どんどん育ってい

くところがすてきです。

湖

い．

残

作品タイトル：つみあげて、つみあげて、
　　　　　　　けずって、けずって

氏名：小林沙友里
コメント：雪フェスティバルにむけて、汗
水たらして、つくっている雪像『カビゴン』

雪をけずって、つみあげての連続。でもみ
んなイキイキしててひかっています。

　　　　　　　 纏雁％

作品タイトル：チューリッフがみている、

　　　　　　　みんなの笑顔

氏名：樋口陽太
コメント：帰りの会で、みんなが笑顔で、活
を聞いています。左下にある、チューリ・・

プがやさしくみんなを見ているような気が
するベストショノトになりました，

作品タイトル：金魚、がんばってネ

氏名：茂野彩加
コメント：つめたい水にもまけず、がんば
って金魚の水をたしていたよ。私はこれを
見て「すごいなあ」と思ってとりました。
「がんばってね」といっているようにたし
てあげていました。

越後妻有8万人の

ステキ発見

βダ

黛

導“

作品タイトル：雪運びリレーP

氏　　名：南雲綾
コメント：この写真は、雪フェスティバル

のための雪像を作っている様子です。みん

なで協力しているすがたがすごく輝いてい

て、かっこよく見えます。

作品タイトル： 昼休み

氏名：増田勇士
コメント：学校のへいぽんなひとときを写

した1まいです。ぽくはこれがおきにいり

です。みんなが楽しそうなのでいいな

あと眉、いました。

『小・中学生5，000人の写真騒動』
〒948－0192 新潟県中魚沼郡川西町大字水口沢12番地　TELO257－68－3111FAXO257－68－3828

南雲春雄　　編集　総務課文書広報係　　印刷　白南風社　（毎月10日発行）発行町長

作品タイトル：ちびっこポリス

氏名：南雲絵美
コメント　はじめて乗一）たパトカーに大は

しゃぎ。無線を持ったり、パンドルをにぎ

ったり。本当の警察官になったらすごいね。

男
女
計

人ロの動き
5月1日現在

4，164（十

4，225（十

8，389（十

4）

2）

6）

世帯数2，271（十18）
　　　（）は前月比較
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と
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盤
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「
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
川
西
」

　
鈴
木
義
一
さ
ん
（
新
町
新
田
・
7
0
歳
）

　
夏
の
暑
い
日
で
も
、
梅
雨
の
時
期
も
、

雪
の
寒
い
冬
で
も
、
皆
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
め
る
体
育
館
が
ほ
し
い
と
、

初
代
町
G
B
会
長
の
田
村
様
を
中
心
に
、

先
輩
方
々
と
語
り
合
っ
て
か
ら
ほ
ぽ
十

年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
　
「
ス
ポ
」
ツ
パ

レ
ス
川
西
」
オ
ー
プ
ン
大
会
の
立
案
を

お
受
け
し
た
と
き
は
、
嬉
し
涙
が
思
わ

ず
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
二
日
、
大
安
吉
日
、
晴
れ
や
か

な
開
館
記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
教
育

長
主
催
の
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
級
、
二
級

の
審
判
員
の
制
服
制
帽
で
の
審
判
は
さ

す
が
に
立
派
で
た
の
も
し
い
。
選
手
の

皆
さ
ん
も
、
新
し
い
コ
ー
ト
を
確
か
め

な
が
ら
生
き
生
き
と
笑
い
顔
が
こ
ぼ
れ

る
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

だ
れ
か
れ
の
区
別
な
く
「
よ
か
っ
た
」

　
　
　
　
が
完
成
し
て

「
よ
か
っ
た
」
を
連
発
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
追
わ
れ
な
が

ら
も
、
　
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
川
西
」
に

は
数
回
出
掛
け
て
、
仲
間
が
準
備
し
て

く
れ
た
競
技
に
熱
中
し
た
。
や
っ
ぱ
り

ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
し
、
頭
の
中
ま
で

ス
ッ
キ
リ
す
る
。
他
町
村
の
方
々
か
ら

「
い
い
コ
ー
ト
で
す
ね
。
明
る
い
体
育

館
で
す
ね
。
」
と
言
わ
れ
る
と
、
わ
が

事
の
よ
う
に
誇
ら
し
い
し
、
本
当
に
嬉

し
い
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
だ
れ
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
明
る
い
笑

い
声
が
響
き
、
仲
間
の
連
帯
感
を
よ
り

大
切
に
し
な
が
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

川
西
」
を
活
用
し
た
い
。
私
は
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
大

好
き
で
す
。
仲
間
の
皆
と
懸
命
に
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
、
健
康
の
源

で
あ
ろ
う
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。



　
平
成
9
年
、
1
0
年
の
天
候
の
経
過
か

ら
、
5
月
の
気
象
の
特
徴
を
見
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

　
平
成
9
年
の
5
月
は
、
上
旬
は
高
温

で
経
過
し
、
中
旬
は
日
本
付
近
に
寒
気

が
流
入
し
、
1
1
日
に
は
北
海
道
東
部
で

雪
が
降
っ
た
の
を
始
め
、
1
6
～
1
8
日
に

は
東
日
本
で
、
2
0
日
に
は
中
部
地
方
で

ひ
ょ
う
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
1
0
年
5
月
は
、
全
国
の
百
か
所
以
上

の
気
象
官
署
で
月
平
均
気
温
の
高
い
記

録
を
更
新
す
る
な
ど
、
月
を
通
し
て
高

温
と
な
り
ま
し
た
。
1
6
日
に
は
北
海
道

東
部
で
も
真
夏
日
と
な
り
ま
し
た
が
、

17

日
は
1
0
σ
前
後
も
気
温
が
下
が
り
ま

し
た
。
本
州
南
岸
に
は
中
旬
を
通
し
て

前
線
が
停
滞
す
る
こ
と
が
多
く
、
曇
り

や
雨
の
日
が
続
き
、
梅
雨
の
走
り
と
な

り
ま
し
た
。
下
旬
は
再
び
21
～
2
3
日
に

大
阪
で
3
日
連
続
の
真
夏
日
と
な
る
ほ

ど
高
温
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
5
月
の
気
象
は
寒
暖

の
変
化
が
大
き
い
こ
と
、
日
本
海
付
近

で
低
気
圧
が
急
発
達
し
て
強
風
が
し
ば

し
ば
吹
き
荒
れ
る
こ
と
、
こ
の
ほ
か
、

遅
霜
や
霧
の
多
い
こ
と
な
ど
の
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

鍋～1慾

「
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
川
西
」
完
成
し
て
思
う
こ
と

　
　
　
高
橋
信
雄
さ
ん
（
赤
谷
・
67
歳
）

　
四
月
二
日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者

待
望
の
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
川
西
」
の

オ
ー
プ
ン
大
会
は
、
喜
び
の
笑
顔
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
記
念
大
会
で
審

判
長
を
任
命
さ
れ
て
、
久
し
振
り
に
緊

張
し
審
判
員
の
制
服
の
仲
間
た
ち
と
、

真
剣
に
プ
レ
ー
の
進
行
に
努
め
、
無
事

に
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
私
は
週
三
回
の
常

連
の
仲
間
に
な
っ
た
。
す
で
に
柏
崎
・

高
柳
・
小
千
谷
の
方
々
も
三
回
、
四
回

と
競
技
に
訪
れ
て
お
り
、
　
「
よ
い
コ
ー

ト
だ
。
よ
い
体
育
館
だ
。
」
と
ほ
め
て

く
れ
る
と
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉

し
く
、
そ
し
て
誇
ら
し
い
。

　
仙
田
地
区
で
は
、
町
の
G
B
連
盟
の

計
画
す
る
大
会
以
外
に
、
年
三
回
の
大

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
、
練
習
回
数
を

考
え
る
と
、
当
分
は
常
連
と
い
う
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
か
ら
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
大
会
と
な
る
と
、
朝

九
時
か
ら
夕
方
四
時
ま
で
に
終
了
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時
間
の
制
限

が
あ
る
こ
と
で
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教

室
（
仮
称
）
に
し
て
も
、
土
曜
・
日
曜

の
午
後
又
は
夜
間
の
時
問
帯
が
ぜ
ひ
ほ

し
い
。
あ
ま
り
欲
は
言
わ
な
い
が
、
何

と
か
な
ら
な
い
の
か
…
…
と
思
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
。

そ
し
て
、
健
康
的
だ
。

夏
で
も
、
雪
の
多
い
冬

も
、
私
た
ち
は
近
く
て

条
件
の
素
晴
ら
し
い

「
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
川

西
」
の
常
連
を
自
負
し

て
、
仲
間
つ
く
り
、
健

康
つ
く
り
に
役
立
て
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

立
派
な
設
備
を
作
っ
て

く
れ
た
関
係
者
の
大
勢

の
皆
様
方
、
本
当
に
あ

　
ご
　
　
　
　
　
　
の

り
カ
と
う

翻灘
・
、
繊

籔

轟
南
雲
町
長

　
　
　
　
（
左
か
ら
三
番
目
）
ら
関
係
者

　
　
　
　
ロ

に
よ
る
テ
ー
フ
カ
ッ
ト
の
セ
レ
モ
ニ
ー

全
　
景

ψII脚一争1ゆ砂ψ■ゆ・ll－F◆IIゆ砂ψ祠卜1伺卜111帥’ψ網卜伺卜・ll障・llμ・ψ111障岨1國卜伺國噂融くト伺ト1因卜ll障岨1“・◆伺卜明1博伺卜網”◆1ゆ州1μ

使用について
掴　㈱松葉荘（盈68－2242）

F間　午前9時～午後10時

涯学習課（岱68－2167）

㈱
午
先
生

　
　
　
せ
会

ロ
間
わ
員

窓
時
合
委

付
館
い
育

受
開
問
教

■
■
■

屋内体育施設使用料
使用種別 使用料 単　位 備　　　　　　　　　　考

ゲートボールコート 500円
1面1時間 使用時間が1時間に満たない場合であっても、1時間と見なす。テニス　コ　ー　ト 1，200円

運　　　動　　　場 1，200円

ゴ　　　　ノレ　　　　フ 500円
1　　　回

1回は50球（備え付けボール）とする。

バッ　テ　ィ　ング 200円 1回は20球（備え付けボール）とする。

休　　　憩　　　室 500円
1室1時間

使用時間が1時間に満たない場合であっても1時間と見なす。

（ゲートボールコート、テニスコート、ゴルフ、バッティング

及び運動場と併せて使用するときは無料とする。）ミーティングルーム 500円

　　備　考　1　営利又は営業上の目的で使用する場合の使用料は、本表の2倍とする。
　　　　　　2　使用時間には、準備及び現状に復するために要する時間を含むものとする。
　　　　　　3　冬期間暖房を使用する場合の使用料は、本表の1．5倍とする。

⑧11．5．10



難
％
腰
冤
㈹
・
、

・
V

魏

乞ビ3；

　9’．・

虞

．■

5
月
3
日南雲町長の式辞に耳を傾ける成人の皆さんと父母の方々

　
今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
は
百
十
四

人
。
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
五
十
八

人
、
女
子
五
十
六
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
九
十

一
人
が
成
人
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

T
．
K
．
O
（
平
成
6
年
度
A
B
C
お
笑
い
新

人
グ
ラ
ン
プ
リ
新
人
賞
受
賞
）
を
招
き
、
成
人

を
迎
え
ら
れ
た
方
に
漫
才
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
当
日
、
式
に
参
加
さ
れ
、
撮
影
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　　　　　盤蔭

　　　　戴、譲

荊
・‘

　
　
　
　
　
き
ハ

　
　
　
雛
緊

騒
　　　蟻

葦iii
彗　　　　　　　　　　　　　麹

　　　　　　　　　罐
　　　　　hば．

　　　叢彗郵

』醗艶
覇

．
肇

欄

彗
翻

羅

鞭
．

成
人
を
代
表
し
て
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
る

相
崎
真
理
子
さ
ん

11．5．10④



馨　叢講灘難

　獺

馨華

　　　　　　　　　　　　　羅

成人を代表して小海教育長（左）から記念品を受け取る
須藤和也さん

蝦
霧

　　聾
翻鑓魅

，
謹

灘’

叢．

　　　ノ　　こ

　　懸
灘
麗 騒

繋
垂

　
灘

嚢
’
葦

垂 覇

　　窮
講耀翰

灘

韓

　　
茎響

灘嚢i
妻聾．’

　
講

⑤11．5．1・



　　難灘藝囎

‘懸』， 鑛
難 　

鎌

　　　　　　　　　華
幽賜麩幽一轡h

難

講

轡

』薦』

蒙

莚
難

．

欝

闘灘 讐嚢
．鶏

蘂

盤　　 櫛　　右

“、　凱

▲漫才を聞き、楽しむ成人の

皆さん

　　．奎讐

幽鰯み。

難垂

▼お母さんたちのカメラ撮影にこ

たえる成人。こんな風景があち

　こちで見られました

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
千
手
地
区

中
島
町
柳
　
祐
子

山
野
田
北
村
華
奈

　
〃
　
　
鴫
原
　
愛

発
電
所
通
り
西
尾
身
紀
彦

　
〃
　
　
遠
田
誠
也

　
〃
　
　
八
重
澤
竜
也

　
〃
　
　
中
村
早
苗

　
〃
　
　
藤
巻
輝
美

発
電
所
通
り
東
佐
藤
　
亮

　
〃
　
　
柳
　
清
輝

　
〃
　
　
関
口
美
由
紀

栄
町
佐
藤
奈
美
子

　
〃
　
　
中
條
美
幸

朝
日
町
齊
藤
　
哲

　
〃
　
　
清
水
　
一

　
〃
　
　
高
橋
　
宰

　
〃
　
　
南
雲
敏
之

　
〃
　
　
羽
鳥
有
香
里

　
〃
　
　
星
名
江
里
子

四
郎
兼
喜
多
村
則
子

東
善
寺
平
野
雄
介

　
〃
　
南
雲
朝
子

　
〃
　
　
柳
　
房
恵

　
〃
　
　
渡
邊
麻
紀
子

中
央
町
清
水
喜
美
子

田
中
町
野
上
　
淳

　
〃
　
　
石
澤
真
由
美

　
〃
　
　
春
日
景
子

神
社
町
佐
藤
有
子

　
〃
　
　
関
口
厚
美

学
校
町
廣
田
　
健

　
〃
　
　
星
名
慶
治

　
〃
　
　
久
保
田
和
美

　
〃
　
　
清
水
朝
江

　
〃
　
　
関
口
千
亜
紀

　
〃
　
　
高
橋
里
美

　
〃
　
　
丸
山
由
加
里

中
屋
敷
清
水
俊
樹

木
　
島
星
名
力
成
⑥

　
〃
　
小
林
純
子
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
立
相
崎
貢
一
●

　
〃
　
柄
澤
孝
洋
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〃
　
柄
澤
大
輔
1
1

　
〃
　
相
崎
真
理
子

　
〃
　
柄
澤
英
理
子

伊
　

友
高
橋
浩
樹

　
〃
　
星
名
清
貴

　
〃
　
星
名
　
茂

　
〃
　
星
名
康
宏

　
〃
　
村
山
正
浩

　
〃
　
門
脇
真
琴

　
〃
　
　
星
名
富
士
子

高
原
田
小
林
一
夫

　
〃
　
柳
　
岳
洋

　
〃
　
小
林
和
美

坪
　
山
中
村
直
人

　
〃
　
　
高
橋
羽
瑠
子

　
〃
　
　
高
橋
ル
ミ
子

霜
　

条
蔵
品
和
臣

　
〃
　
蔵
品
一
幸

　
〃
　
押
木
絵
美

　
〃
　
蔵
品
育
美

■
上
野
地
区

上
　
野
小
熊
敦
剛

　
〃
　
葛
西
政
文

　
〃
　
　
渡
部
人
志

　
〃
　
川
崎
里
奈

　
〃
　
田
村
裕
美
子

元
　

町
押
木
千
尋

　
〃
　
押
木
良
輔

　
〃
　
上
村
　
敦

　
〃
　
押
木
恵
美

　
〃
　
　
田
畑
さ
ゆ
り

新
町
新
田
若
山
英
樹

　
〃
　
　
内
山
綾
子

下
平
新
田
　
清
水
康
仁

三
　
領
高
橋
大
介



蜘　　　　　　　蟄

　　　　．i撫
　　翻

謹

　　　　　　　　銚
　　　　　　難

』
嚢
欝‘

池
識
礫‘

　
　
難
鮮
N
権
讐

薫

式をにぎやかにしてもらった漫才。T・K・Oのお2人

　野　　　　　　　　　　　仁塩寺　　　木■　 三

“　“““““““““　　ケ““　橘“
　口　　　　　　　　　田辛崎　　落地　領
　　　　　　　　　　　　　　　　　区

高
橋
佑
介

高
橋
　
恵

田
口
桂
巳

山
家
　
満

永
井
宏
子

高
津
京
子

藤
巻
真
吾

木
村
伸
吾

須
藤
和
也

田
中
善
仁

藤
巻
和
人

水
落
孝
一

水
落
　
正

山
本
章
人

木
村
彩
子

曽
田
妙
子

吉
井
富
士
子

大
久
保
雅
基

佐
藤
貴
之

野
　
　
ロ

　
ノ
　
ノ

　
，
　
ノ

　
ノ
　
ノ

　
ノ
　
ノ

原
　
　
田

　
，
　
ノ

　
ノ
　
ノ

下
　
　
原

■
仙
田
地
区

　小岩　赤室　　　中
〃　臼　　　　〃　　　　　　〃　〃　〃　イ山

　倉瀬　谷島　　　田

滝
井
　
工

野
澤
裕
子

原
　
景
子

星
野
美
奈
子

丸
山
沢
子

池
竹
春
樹

高
橋
　
満

大
平
美
穂

須
藤
尚
子

小
林
健
一

小
林
裕
治

小
林
春
奈

高
野
五
月

茂
野
和
也

登
坂
秀
幸

登
坂
郁
菜

坂
口
博
美

江
口
良
太

佐
野
千
恵
望

1脳解祐撫綿ク頻鶴姻

　　　　　　
ハドゐド　くドニハコドノ　　　　　　ドコも　　　　ごコぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発会式に参加されたメンバーの皆さん

『
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
』
が
発
足

　
こ
の
度
、
町
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
愛
好
者
に
よ
る
「
川
西
町
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
ク
ラ
ブ
（
会
長
野
上
正
一
・
会

員
3
8
人
）
」
が
結
成
さ
れ
、
発
会
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
五
年
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
免
許

取
得
講
習
会
が
川
西
町
で
開
か
れ
、
町

内
か
ら
三
十
人
ほ
ど
が
合
格
。
．
多
数
の

有
資
格
者
が
在
町
す
る
こ
と
が
ク
ラ
ブ

結
成
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
、

有
志
の
方
々
が
何
と
か
町
内
に
ク
ラ
ブ

結
成
を
し
た
い
と
い
う
強
い
意
向
か
ら
、

中
魚
沼
十
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十

字
奉
仕
団
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
め

で
た
く
今
回
の
ク
ラ
ブ
結
成
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
川
西
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
ル
サ
イ
ン
（
局
名
）
は
、
J
R
φ

Y
W
S
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
ゼ
ロ
ワ
イ
ダ

ブ
リ
ュ
エ
ス
）
と
い
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

で
は
、
世
界
各
国
や
全
国
の
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
局
と
の
交
信
を
し
た
と
き
に
発

行
す
る
記
録
証
に
、
町
を
P
R
す
る
た

め
に
ブ
ナ
林
や
臼
倉
の
か
す
み
桜
の
写

真
を
使
っ
た
は
が
き
を
作
成
す
る
こ
と

や
、
非
常
災
害
時
に
お
け
る
無
線
交
信

用
器
材
の
設
置
、
雪
ま
つ
り
な
ど
に
公

開
運
用
す
る
な
ど
の
活
動
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
野
上
会
長
は
、
　
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

は
、
公
共
の
電
波
を
使
用
す
る
と
い
っ

た
こ
と
か
ら
免
許
所
有
者
で
な
け
れ
ば

交
信
で
き
ま
せ
ん
が
、
簡
単
に
免
許
取

得
す
る
講
習
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
が
あ
る
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
連
絡
先
は
、
盈
6

8
1
2

1
2
2
太
田
さ
ん
ま
で
、
と
な
っ
て
い

ま
す
。

カ
メ
一
7
麿
ゐ
曙　　緑の週問にちなみ、役場庁舎で募金活動をする

　　上野小緑の少年団の皆さん
⑫11．5．10



灘

平成10年度に建設された町営住宅3棟。今年度はさらに
2棟が建設中です

公営住宅

〃
曾

●入居募集戸数　6戸

●住宅の構造、規模　高床式木造2階建て、自然融雪屋根、

　　　　　　　　　上下水道完備

　主な居室2階…居間兼食堂室（約10帖）、台所、浴室、洗

　　　　　　　面脱衣室、トイレ（洋式）

　　　　　3階…和室（6帖）、洋室（8帖）、サンルーム

●入居者の資格

　（1）～（3）のすべての要件を満たすことが必要となります。

　　（1）同居親族要件…同居又は同居しようとする親族がある

　　　方。

　　（2）入居収入基準要件…申込者と同居者の収入を含め（2

　　　人以上に収入がある場合は所得を合算します。）諸控除

　　　額を控除した後の収入月額が次の金額であることが必

　　　要です。

　　○一般の世帯…収入月額200，000円以下

　　018歳未満や障害者などの方がいる場合などで、定めた

　　　基準に該当する家庭…収入月額268，000円以下（詳しく

　　　は、係にお尋ねください。）

　　（3）住宅困窮要件　現に住宅に困っていることが明らかで

　　　ある方（詳しくは、係にお尋ねください。）

●入居の申し込みに必要な書類

　①入居申込書（建設課都市計画係に用意してあります。）

　②申込者及び同居させようとする親族全員の住民票謄本

　③平成10年分所得課税証明書

　④家族全員の健康保険証の写し

　⑤その他（該当の有無により、別の書類が必要になります

　　ので、詳しくは、係にお尋ねください。）

●家賃　24，000円～一（世帯の収入によって異なります。）

●その他

　①電気、ガス、上下水道料金、電話、除雪経費、住宅団地

　内の共同施設維持費用などは、入居者の負担となります。

　②小学校区は上野小学校、保育園は上野保育園です。　（な

　　お、保育園は保護者の選択が可能です）

●入居者の選考方法と入居決定時期

　要件を満たした申込者が、入居募集戸数6戸を超えた場

　合は、抽選会で入居者を決定します。該当者には、抽選日

　時を改めて連絡いたします。

◎入居申込書受付期限
　6月30日（水）午後5時まで
　　（郵送での申し込みは不可）

　町では、今年10月から入居することのできる2種類の

町営住宅を、県立川西高等学校の西側に新築中です。こ

の住宅の入居者を次のとおり募集します。

特定公共賃貸住宅

●入居募集戸数　6戸

●住宅の構造、規模　高床式木造2階建て、自然融雪屋根、

　　　　　　　　　上下水道完備

　主な居室2階…居間兼食堂室（約13帖）、台所、浴室、洗

　　　　　　　面脱衣室、トイレ（洋式）

　　　　　3階…和室（6帖）、洋室（6帖）2室、サンルーム

●入居者の資格

　（1）～（3）のすべての要件を満たすことが必要となります。

　　（1）所得要件…入居者及び同居親族の総所得額から、親族

　　　控除などの控除した後の月額が20万円以上～60万1，000

　　　円以下。（詳細の計算方法などは、係にお尋ねください。）

　　（2）自らの居住要件…自ら居住しなければなりません。転

　　　貸のためや、セカンドハウスとしての利用はできません。

　　（3）同居親族要件…単身者の入居はできません。申込者本

　　　人を含む2人以上の親族がいないと入居できません。

●入居の申し込みに必要な書類

　①入居申込書（建設課都市計画係に用意してあります。）

　②申込者及び同居させようとする親族全員の住民票謄本

　③平成10年分所得課税証明書

　④家族全員の健康保険証の写し

　⑤その他（該当の有無により、別の書類が必要になります

　　ので、詳しくは、係にお尋ねください。）

●家賃　50，000円

●賃貸借期間　3年間。更新も可能です。

●その他

　①電気、ガス、上下水道料金、電話、除雪経費、住宅団地

　　内の共同施設維持費用などは、入居者の負担となります。

　②小学校区は上野小学校、保育園は上野保育園です。　（な

　　お、保育園は保護者の選択が可能です）

●入居者の選考方法と入居決定時期

　　要件を満たした申込者が、入居募集戸数6戸を超えた場

　合は、抽選会で入居者を決定します。該当者には、抽選日

　時を改めて連絡いたします。
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箇億

国

平
成
1
1
年
度
の

　
　
　
　
　
　
事
業
概
要

①
大
地
の
芸
術
祭

　
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
に
委
託

　
し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
◎
ア
ー
チ
ス
ト
が
集
落
や
場
所
と
か

　
　
か
わ
り
な
が
ら
、
地
域
の
シ
ン
ボ

　
　
ル
と
な
る
場
所
、
日
常
の
生
活
空

　
　
間
、
自
然
空
間
に
ア
ー
ト
作
品
を

　
　
製
作
・
設
置

　
◎
ア
ー
チ
ス
ト
が
地
域
、
学
校
、
団

　
　
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
ス
タ
ジ

　
　
オ
を
設
置
し
、
作
品
制
作
に
結
び

　
　
付
く
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

　
　
数
回
開
催

◎
広
告
関
係
の
専
門
家
と
ネ
ッ
ト
ワ

　
　
ー
ク
の
中
で
、
ポ
ス
タ
ー
（
日
本

　
語
、
英
語
版
）
や
広
告
出
稿
、
ダ

　
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
事
業
を
広

　
く
発
信
す
る
広
報
戦
略
を
展
開

　
◎
全
国
の
美
術
先
進
都
市
に
お
い
て
、

　
　
大
地
の
芸
術
祭
を
広
め
、
応
援
団

　
　
を
募
る
た
め
の
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
　
ム
を
5
会
場
で
開
催

　
◎
平
成
1
2
年
度
夏
の
本
番
に
向
け
、

　
　
運
営
体
制
の
整
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
の
募
集
、
地
域
行
事
と
結
び
付

　
■
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
構
築

②
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見

　
ス
テ
キ
発
見
実
行
委
員
会
に
委
託
し

　
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
◎
ス
テ
キ
発
見
の
作
品
募
集
活
動

　
　
（
応
募
締
め
切
り
7
月
31
日
）

　
◎
英
伸
三
写
真
塾
”
妻
有
の
春
「
田

　
　
ん
ぼ
」
を
撮
る
”
の
開
催
（
5
月

　
　
2
2
日
～
2
3
日
）
、
県
高
文
連
写
真

　
　
専
門
部
技
術
講
習
会
の
誘
致
（
5

　
　
月
2
8
日
～
2
9
日
）
、
小
中
学
生
5

　
　
0
0
0
人
の
写
真
騒
動
の
展
開

◎
応
募
作
品
の
審
査
（
地
域
審
査
・

　
　
審
査
員
審
査
）
、
表
彰
・
発
表
イ

　
　
ベ
ン
ト
の
開
催
（
9
月
）
、
巡
回

役
場
庁
舎
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
「
ス
テ
キ

発
見
作
品
募
集
」
の
懸
垂
幕

言∫　1

　
　
展
（
1
1
月
）
、
賞
品
の
発
送

　
◎
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た
ス
テ
キ
マ

　
　
ッ
プ
の
作
成
と
配
布

③
花
の
道

　
花
の
道
実
行
委
員
会
に
委
託
し
て
次

　
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
◎
県
域
全
体
の
花
の
道
の
整
備
計
画

　
　
　
「
花
の
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

　
　
策
定

　
◎
花
の
専
門
家
や
地
域
と
か
か
わ
り

　
　
な
が
ら
花
の
道
モ
デ
ル
箇
所
の
整

　
　
備

　
◎
地
域
、
ア
ー
チ
ス
ト
、
専
門
家
な

　
　
ど
と
協
働
で
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
　
プ
の
開
催

　
◎
楽
し
い
花
の
イ
ベ
ン
ト
や
ガ
ー
デ

　
　
ィ
ニ
ン
グ
な
ど
の
講
習
会
を
開
催

④
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
里
創
プ
ラ
ン
各
事
業
の
統
一
性
を
保

　
ち
な
が
ら
総
合
・
一
体
的
に
進
め
る

　
た
め
、
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
業

　
務
を
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑤
普
及
啓
発

　
国
内
外
に
里
創
プ
ラ
ン
の
情
報
発
信

　
を
行
う
小
冊
子
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト

　
ネ
ッ
ク
レ
ス
通
信
」
を
4
回
発
行
し

　
ま
す
。

大地の芸術祭アンケート調査結果　回答者l　l9人

■大地の芸術祭は地域振興を目指していま

　すが、その取り組み方の手法としてはど

　れが良いと思いますか。わからない

その他

　8％

・アーチストと地域外ボランティア、地域

住民と協働で取り組む　　　　68％

・アーチストと地域住民との協働で取り組

む　　　　　　　　　　　22％
・アーチストだけで取り組む

灘　蕪
蓬

アーチストと地域外

ボランティア、地域

住民との協働

　　　32％

【
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
】

　
（
事
業
費
6
、
0
0
0
万
円
）

◎
十
日
町
情
報
館
南
側
・
光
の
広
場

　
に
ア
ー
ト
作
品
の
設
置

【
川
西
ス
テ
ー
ジ
】

　
（
事
業
費
2
億
9
、
8
0
0
万
円
）

◎
丘
の
テ
ラ
ス
（
な
か
ま
の
家
西
側
）

　
に
光
の
館
を
建
設
。
取
り
付
け
道

　
路
の
整
備

◎
山
の
テ
ラ
ス
（
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン

　
プ
場
）
に
コ
テ
ー
ジ
を
建
設

◎
物
語
の
道
と
し
て
遊
歩
道
を
整
備

【
津
南
ス
テ
ー
ジ
】

　
（
事
業
費
7
、
8
0
0
万
円
）

◎
縄
文
展
示
体
験
館
の
展
示
設
計
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

跳
跳　　　　　　　　　　　　　・わからない・その他

■大地の芸術祭に何を期待しますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　　　　32％

繋鱗灘警…撃

　　　　　　　　　　．…i饗業鎚蒲儀i総

・交流人口の増加　　　32％

・産業の活性化　　　　12％

・人づくり　　　　　　19％

・芸術文化の振興　　　16％

・地域の知名度アップ　19％

・その他　　　　　　　2％

　
び
実
施
設
計

【
中
里
ス
テ
ー
ジ
】

　
（
事
業
費
3
、
0
0
0
万
円
）

◎
、
・
、
オ
ン
な
か
さ
と
北
側
に
水
の
広

　
場
を
整
備

【
松
代
ス
テ
ー
ジ
】

　
（
事
業
費
2
億
1
、
5
0
0
万
円
）

◎
松
代
駅
か
ら
松
代
城
に
至
る
空
間

　
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備

【
松
之
山
ス
テ
ー
ジ
】

　
（
事
業
費
7
、
8
0
0
万
円
）

◎
松
口
地
区
の
森
林
内
に
森
の
広
場

　
　
（
第
1
期
）
を
整
備

※
問
い
合
わ
せ
先

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

企
画
振
興
課
（
暦
5
7
1
2
6
3
7
）

③11．5．10



せ地

題をとらえます。そして、平成10年度に策定

されている全体構想案と調整をとりつつ、そ

れぞれの地域にあった地域の将来像や地域づ

くりの万針を策定し、地域の役割．魅力、地

域性を発掘・創出することをめざします。

が
，
－

　平成9年度からはじまった都市計画マスタ

ーブランは￥来年1目ごろには策定作業が完

了する予定です。

　いままでの「まちづくりニュース」では、

町全体の構想である「全体構想（案）」をお

知らせしてきました。今年度策定する「地域

別構想（案）Jについては、秋ごろより「ま

ちづくりニュース」で、お知らせする予定で

す。

パ
　
し
　
　

■
懇
ジ

　
（

，
，
環
み

　
街

　
．
れ

　
さ

　
麟

地域別構想つて、な～に？？

地域別構想は￥みなさんが住んでいる地域

　　　　　（干手、上野、橘、仙田地域）

　　　　　を単位に￥より身近で地域に根

　　　　　ざした視点からまちの現状や課

係課者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

『
保
育
施
設
検
討
委
員
会
委
員
』
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

購
の
保
薄
圏
惣
は
．
園
鋸
⑳
繊
暴
粥
傾
薩
嚢
施
設
磁
馨
癒
灘
濃
．
様
灘
灘
閾
題
猫

麹
鑑
羅
お
壌
諜
饗
。
縛
繋
の
糊
繭
騰
叢
糎
愚
懇
繊
躍
叢
瀬
、
鍵
灘
麟
難
難
慧
義
灘
園

墜
活
蓬
送
薦
愚
墜
簗
驚
饗
籟
羅
濃
麟
、
懸
鮫
ぽ
懸
叢
遜
灘
磯
叢
雛
．
簸
饗
蕪
難
懇
難

羅
蟻
懸
襟
懲
職
ぽ
灘
鱒
難
騰
間
題
鞭
麟
嶽
轍
饗
隊
畿
籔
懸
。

，
瞬
饗
麟
．
饗
後
諜
縁
簾
撚
爆
欝
懸
鮫
．
礫
欝
灘
譲
顯
灘
毅
叢
難
樵
灘
鰯
議
饗
愚

機
関
叢
隙
羅
罰
擦
欝
施
識
樵
離
餐
翼
麟
麟
蓬
殿
籏
墜
．
醗
鶏
灘
縫
磯
難
纏
懸
繕
麹
難

『
麟
瀬
謹
叢
　
様
灘
叢
閾
題
催
灘
鰻
墜
難
雛
懸
難
穣
灘
灘
雛
饗
叢
璽
嚢
難
の

愚
滋
饗
．
鎌
繊
遷
お
総
國
嚢
藁
嚢
融
嚢
簾
灘
蒜
藥
雛
継
麟
馨
雛
顯
難
．
灘
様
磁
縫

癒
募
灘
お
祷
叢
麟
篠
お
総
諜
撲
。
、
、
『

★
募
集
基
準

◎
人
　
数
　
8
人
（
男
女
問
わ
ず
）

◎
年
齢
2
0
～
6
0
歳
ま
で

◎
そ
の
他
　
川
西
町
に
住
所
を
有
し
、

　
　
現
に
居
住
し
て
い
る
方

　
　
（
町
議
会
議
員
、
民
生
委

　
　
員
に
つ
い
て
は
、
別
に
推

　
　
薦
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す

　
　
の
で
、
公
募
の
対
象
と
い

　
　
た
し
ま
せ
ん
）

★
応
募
方
法

　
役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係
に
あ
る

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
“
〒
9
4
8
1
0
1
9
2

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
費
6
8
1
3
1
1
1

　
　
　
〈
内
線
2
0
5
〉
）

★
応
募
の
締
め
切
り

5
月
31
日
㈲
ま
で
。

★
そ
の
他

，
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
問
　
5
月
1
1
日
㈹
か
ら
5
月
2
0
日
㈱
ま
で

ス
・
－
ガ
ン
守
ろ
う
よ
か
わ
い
い
子
ど
も
と
お
年
寄
り



室
島
の
倹
約
決
め

（上）

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
文
政
・
天
保
の
川
西
郷

　
　
「
室
島
分
倹
約
方
下
評
議
」
の
綴
が

手
元
に
あ
る
。
年
号
が
欠
け
て
い
る
が

内
容
か
ら
考
え
る
と
、
仙
田
村
庄
屋
所

が
室
島
に
置
か
れ
て
い
た
時
代
に
書
か

れ
た
文
書
の
よ
う
で
あ
る
。
室
島
の
加

藤
治
が
仙
田
村
庄
屋
を
世
襲
し
た
の
は

文
政
八
年
（
一
八
二
〇
）
か
ら
天
保
十

三
年
（
一
八
四
二
）
ま
で
の
二
十
二
年

間
で
、
文
中
の
「
近
年
諸
品
高
値
に
付
」

を
調
べ
て
み
る
と
、
外
国
船
の
来
航
が

激
し
く
な
る
こ
ろ
に
生
活
必
需
品
の
値

も
上
昇
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
ょ
う
ゆ

　
醤
油
の
値
上
が
り
は
文
政
二
年
で
一

斗
に
付
銀
七
・
三
匁
、
臼
米
は
同
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
そ

で
一
斗
に
付
銀
七
・
三
匁
、
味
噌
は
同

八
年
で
一
貰
匁
に
付
銀
一
・
九
匁
、
塩

は
同
九
年
で
一
俵
に
付
銀
二
五
匁
、
灯

油
は
同
十
年
の
一
升
に
付
銀
二
・
八
匁

で
あ
っ
た
（
江
戸
時
代
の
銀
一
匁
は
小

判
一
両
の
六
〇
分
の
一
に
相
当
し
た
）

こ
の
下
評
議
は
、
天
保
の
倹
約
令
（
一

八
四
一
）
が
出
さ
れ
た
前
後
に
ま
と
め

ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
※
江
戸
時
代
の
貨
幣
単
位
は
四
進
法

で
、
銭
二
五
〇
文
を
一
朱
と
数
え
、
四

朱
で
一
千
文
（
一
貰
文
）
が
一
分
に
な

り
、
四
分
（
一
六
朱
、
四
千
文
、
四
貫

文
）
が
金
一
両
に
相
当
し
た
。

　
文
政
天
保
の
川
西
郷
は
、
上
野
と
千

手
の
大
半
の
村
々
が
臼
川
預
り
領
か
ら

桑
名
預
り
に
な
り
、
幕
府
直
轄
領
（
仙

田
村
、
橘
村
）
の
一
部
が
会
津
預
り
領

　
　
　
　
　
　
あ
わ

に
編
入
さ
れ
て
慌
た
だ
し
か
っ
た
。
加

え
て
浅
間
山
の
噴
火
で
焼
砂
が
降
り
、

日
照
り
や
大
雨
で
凶
作
の
年
が
相
次
ぎ
、

食
う
に
こ
と
欠
い
て
質
素
倹
約
を
旨
と

し
な
け
れ
ば
生
き
て
ゆ
け
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
ど
こ
の
村
も
似
通
っ
た
倹

約
極
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
現
存

の
資
料
は
少
な
く
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

「
室
島
ム
ラ
決
め
」
か
ら
当
時
の
生
活

を
し
の
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
室
島
分
倹
約
方
下
評
議

　
近
年
諸
品
高
値
二
付
、
諸
職
人
之
日

　
ほ
り
こ

料
掘
子
旦
雇
ひ
之
賃
銭
下
男
女
給
金
等

迄
年
々
上
ヶ
候
得
共
　
内
組
頭
給
を
始

庄
屋
所
出
勤
方
其
外
共
古
例
之
通
り

い
さ
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
こ
あ
る
き

聯
成
ル
役
料
二
而
小
前
ハ
小
歩
行
無
賃

の
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

而
巳
二
候
へ
と
も
重
立
之
義
者
御
用

村
用
諸
割
方
立
会
鹸
時
諸
相
談
迄
手
飯

二
而
無
賃
料
二
付
　
内
組
頭
者
勿
論
重

立
役
を
も
相
勤
兼
候
躰
　
旦
又
郷
内
村

役
人
組
頭
百
姓
代
等
之
者
年
中
之
勤
料

壱
人
壱
分
宛
二
而
多
分
之
手
間
を
費
し

庄
屋
役
之
義
も
非
番
之
者
ハ
立
会
方
幾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
ま
つ
り

年
二
而
も
無
勤
料
之
積
リ
、
右
二
而
仕

時
節
柄
甚
タ
難
渋
○
然
二
候
へ
と
も
山

地
村
方
相
続
之
た
め
情
二
仕
来
之
通
り

　
　
　
　
　
か
か
わ
ら
ず

隣
村
世
間
二
不
抱
当
村
古
例
相
守
候
心

得
を
以
　
今
般
村
役
人
内
組
頭
重
立
之

も
の
一
同
分
二
小
前
二
申
談
し
　
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
っ
き
ょ
う

之
上
へ
諸
事
倹
約
方
取
極
申
処
　
畢
立
兄

　
　
　
　
　
た
め
す
じ

一
村
相
続
之
為
筋
よ
り
起
候
義
二
付
小

　
　
　
　
　
ひ
ぽ
う
い
た
さ
ず

前
之
者
彼
是
誹
誘
不
致
　
和
合
二
而
倹

　
　
　
つ
か
ま
つ
る
べ
く

約
行
届
様
可
仕
候
事

　
な
か
な
か
の
能
筆
、
名
文
で
あ
る
が
、

概
ね
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

　
近
年
は
物
価
高
で
、
職
人
衆
の
労
賃

も
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
村

役
人
等
の
給
料
は
昔
の
ま
ま
で
、
小
前

（
重
立
等
を
除
く
村
民
）
が
当
番
制
で

受
け
持
つ
小
歩
き
も
無
賃
で
あ
る
。
重

立
衆
も
何
ご
と
に
よ
ら
ず
手
飯
で
、
村

の
た
め
に
多
分
の
手
間
を
費
し
て
い
る

が
、
出
費
が
多
く
て
こ
の
ま
ま
で
は
村

役
な
ど
と
て
も
勤
め
ら
れ
っ
こ
な
い
。

村
役
人
の
手
当
は
ど
の
役
も
年
に
一
人

一
分
な
の
に
、
手
間
は
年
々
多
く
か
か

っ
て
容
易
で
な
い
が
、
こ
れ
も
村
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
古
く
か
ら

の
習
い
に
従
っ
て
勤
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
。

　
こ
の
た
び
、
村
役
人
や
重
立
衆
が
よ

く
相
談
し
て
倹
約
ご
と
を
次
の
よ
う
に

決
め
た
。
な
に
か
と
言
い
た
い
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
、
室
島
の
ム
ラ
を

相
続
し
、
子
孫
に
伝
え
て
い
く
必
要
か

ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
不
平
や
不
満

を
言
わ
ず
に
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
こ

の
ム
ラ
決
め
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

年
中
行
事

　
一
、
正
月
元
日
二
日
三
日
　
家
風
之

　
　
　
　
　
ぽ
だ
い
じ

○
行
○
村
礼
菩
提
寺
年
賀
先
例
之
通
り

　
但
　
親
類
之
義
ハ
居
村
他
村
共
申
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
す
べ
き

年
頭
拝
手
軽
二
取
遺
リ
可
致
事

　
他
門
年
始
拝
取
遺
リ
一
同
見
合
之
事

　
菩
提
寺
之
義
者
旦
中
二
候
義
二
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
た

　
年
中
之
付
届
ヶ
先
例
二
不
抱
成
丈
ケ

　
出
情
い
た
し
候
様
心
得
度
候
事

　
　
　
　
し
ん
じ

　
御
　
　
神
吏
之
類
先
例
通
り

　
節
行
振
舞
之
義
ハ
呼
び
呼
ば
れ
と
も

　
一
同
見
合
之
事

　
　
　
　
　
　
つ
い
た
ち

　
一
、
二
月
　
朔
日
　
十
五
日
　
家
風

先
例
之
通
り

　
一
、
三
月
　
節
句
　
先
例
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か

　
但
　
節
句
祝
儀
物
ハ
菩
提
寺
斗
り
二

而
親
類
巻
出
入
り
之
中
諸
品
取
遺
リ
一

同
見
合
之
事

　
一
、
五
月
　
節
句
田
植
田
打
等
先
例

　
通
り
　
但
節
句
祝
儀
物
ハ
菩
提
寺
斗

　
二
而
親
類
巻
出
入
之
中
三
月
節
句
同

　
様
一
同
見
合
之
事

　
一
、
七
月
　
但
盆
祝
儀
菩
提
寺
斗
リ

　
親
類
巻
出
入
り
取
遺
リ
物
一
同
見
合

之
事

　
一
、
九
月
　
先
例
之
通
り
　
但
秋
祭

　
リ
居
村
他
村
共
呼
び
呼
ば
れ
一
同
見

合
之
事

　
　
（
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
月

　
十
一
月
、
十
二
月
の
行
事
は
と
も
に

　
「
先
例
の
通
り
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、

省
略
）

但
歳
暮
之
義
菩
提
寺
斗
リ
ニ
而
親
類

巻
出
入
諸
品
取
遺
リ
一
同
見
合
之
事

　
　
　
室
島
分
倹
約
方
下
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
灘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
，

・
　
　
　
　
　
　
欝
蹴
響

　
　
　
　
　
　
　
窯
濃
　
遜

　
　
　
　
　
　
　
、
潜
．
，
騰
灘
灘
綴
灘
繍

・
．
箔
．
携
　
、
　
　
　
　
　
鰹
懸
㎜
難
難
彊

購
灘
難
雛
懸

　
櫨
嬢
難

　
略
繍
　
　
　
・
、
，
亀

、
鰻
藻
、
、

ー
撫
臓
　
薦
漿
酵

購
騰
驚
礁
、

，
・
落
羅
藏
㎜
籍

よ
め
と
り
む
こ
と
り

諏
取
婿
取

　
　
な
ら
び
に

道
中
並
親
類
廻
リ
之
節
　
い
は
い
と

　
ち
ょ
う
ち
ゃ
く

中
打
梛
之
義
堅
禁
止
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
ぴ
に

　
一
、
近
迎
ひ
之
場
所
二
而
か
さ
酒
並

荷
持
人
足
祝
儀
斗
リ

　
ひ
ら

但
平
迎
ひ
二
出
候
女
中
其
外
へ
祝
儀

物
見
合
之
事
　
迎
ひ
二
出
候
者
ハ
家

之
前
二
而
酒
を
出
し
候
義
も
見
合

夜
中
呼
び
候
義
も
見
合
之
事

　
三
日
之
い
わ
い
ハ
入
村
と
の
村
川

　
　
　
も
よ
り

西
も
最
寄
を
相
分
置
を
少
く
下
最
寄

限
り
二
い
た
し
其
外
親
類
斗
リ
之
事

　
祝
言
之
席
呼
客
ハ
親
類
中
斗
リ
之
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

事
二
候
但
し
親
類
二
も
無
之
分
ハ
　
・

よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
る
べ
く
　
　

無
拠
重
立
之
内
最
寄
斗
リ
呼
び
可
然
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

候
　
其
他
仕
来
リ
有
之
候
共
他
門
方
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
す
べ
き

ハ
一
同
呼
び
呼
ば
れ
見
合
可
申
事
　
　
⑪



挙選長町西，II

川西町議会議員補欠選挙

です

　
　
　
日

　
ぺ
ヘ
ブ
ノ

ペ
　
　
　
　
　
ノ

＼
0
ノ

〆
2
、

　
！
1
ー
、
￥

　1一、！　＼！　￥
（6）

＼
、
一

’ノ／月

投
票
日

十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
の
名
称
が

　
　
　
変
更
に
な
り
ま
し
た

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
十
日
町
市
・
川
西
町
に
新
た
に
松

代
町
を
加
え
て
、
平
成
n
年
4
月
1
日

よ
り
「
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
」

と
名
称
を
変
更
し
、
新
火
葬
場
の
建
設

と
し
尿
処
理
業
な
ど
を
共
同
処
理
し
ま

す
。難

欝
懸

朋
　
灘

議濱累

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

次
の
日
程
で
、
立
候
補
に
つ
い
て
の

届
け
出
方
法
、
選
挙
運
動
、
そ
の
他
留

意
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

－
町
長
選
挙

・
日
時
　
5
月
2
8
日
働
午
後
1
時
3
0
分

・
場
所
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
研
修
室

2
議
会
議
員
補
欠
選
挙

・
日
時
　
5
月
2
8
日
働
午
後
3
時
3
0
分

・
場
所
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
研
修
室

新
し
い
看
板
を
設
置
す
る
管
理
者

本
田
十
日
町
市
長
（
右
）
と
小
川
局
長

　
　
　
　
　
、

自動車税の時期です
～期内納税に努めましょう～

納期限

5月31日（月）

■お問い合わせ・ご相談は

十日町財務事務所　収税課（岱57－5513）へ
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．
◆
、
…
．
◆
≒
◆
≒
◆
≒
◆
■
一
…
◆
一
一
曹
曹
◆
■
一
一
一
F
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ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

n
月
3
日
に
、

”
施
さ
れ
る
臼
倉
自
慢
会
に
、

伸
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
を
出
品
し
ま
せ
ん

か
？
　
豪
華
賞
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、

劃
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
着
5
0
人
の
方
に
無
料
で
苗

陣
を
お
分
け
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

剥
は
5
月
2
0
日
ま
で
に
次
の
と
こ
ろ
ま
で

創
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伸
◎
連
絡
先
　
小
臼
倉
　
片
桐
　
司

　
　
　
　
　
　
　
（
盈
6
9
1
2
6
0
7
）

旧
臼
倉
小
学
校
で
実

　
　
　
　
あ
な
た
も

　　こんなに大きくなるんだヨー
』ひ．1伊・rの』，lllI・rr9』．1”1・一ひ，lll』9、1曇II・rθト．51酔・rφ．9勝・rひ・II脚・ro』岨ゆ・r9』1卿・ro』し1”』9』・1”，・r司卜II一』φ匹1量1，・r9』ひllll・r6卜甲一トゆ』・ol，卜r9』・1一』o』・1－1・φlll”・rひ噂lll’rφIIIII’rひ・tll｝1一σ』閣しll』o』畦”II一φ

◎
ザ
毒
◆
≒
◆
三
＝
◆
一
一
7
◆

一
一
一
－
◆
寺
◆
≒
◆
≒
◆
≒
◆
≒
◆

一
一
智
◆
』
一
一
胃
◆
も
◆
毫
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
も

調
理
師
試
験
ご
案
内

◆
受
験
資
格

　
　
中
学
校
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

　
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、

　
調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
が
二
年

　
以
上
あ
る
者
．

◆
必
要
書
類

　
・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

　
・
調
理
業
務
従
事
証
明
書

　
・
卒
業
証
明
書

◆
受
験
願
書
の
提
出
期
間

　
5
月
1
0
日
㈲
～
1
7
日
㈲
ま
で

◆
受
験
願
書
の
提
出
場
所

＋
日
町
保
健
所

◆
試
験
会
場
　
六
日
町

◆
試
験
日
時
　
6
月
2
5
日
働

　
　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

難
病
相
談
会
ご
案
内

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
「
手
の
震
え
、

ふ
ら
つ
き
、
転
び
や
す
い
、
歩
き
に
く

い
」
な
ど
、
運
動
機
能
に
障
害
が
あ
り

お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　
5
月
2
8
日
働
午
後
2
時
～
4
時

　
　
（
受
付
は
午
後
1
時
3
0
分
ま
で
）

■
会
場
　
十
日
町
保
健
所

■
内
容

　
神
経
内
科
医
に
よ
る
個
別
相
談

■
費
用
　
無
料

■
申
込
期
限

　
5
月
2
4
日
㈲
ま
で
に
。

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
指
導
係

　
　
　
　
　
　
（
盈
5
7
－
2
4
0
0
）

休
館
日
の
変
更
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
次
の
施
設
の
休
館
日
を
変

更
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
総
合
セ
ン
タ
ー

　
・
年
末
年
始
（
1
月
1
日
～
3
日
、

　
　
1
2
月
2
9
日
～
31
日
）
の
み
。

◆
総
合
体
育
館

　
・
年
末
年
始
（
1
月
－
日
～
3
日
、

　
　
1
2
月
2
9
日
～
31
日
）

　
・
毎
月
第
4
火
曜
日

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

★
応
募
資
格
　
満
2
0
歳
以
上
の
心
身
と

　
も
に
健
康
な
方
で
、
信
濃
川
又
は
魚

　
野
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川

　
愛
護
に
関
心
の
あ
る
方
。

★
業
務
内
容
　
信
濃
川
又
は
魚
野
川
に

　
関
す
る
意
見
な
ど
。

★
任
期
　
平
成
n
年
7
月
－
日
～
1
2
年

　
6
月
3
0
日

★
募
集
人
員
　
若
干
人

★
応
募
締
め
切
り
　
6
月
4
日

★
応
募
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
及
び
応
募

　
意
見
な
ど
を
明
記
の
う
え
、
　
「
河
川

　
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
と
書
き
込
み
、

　
次
の
と
こ
ろ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

★
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
4
0
－
0
0
9
8

　
長
岡
市
信
濃
l
1
5
1
3
0

　
信
濃
川
工
事
事
務
所
占
用
調
整
課

　
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

　
（
盈
0
2
5
8
1
32
1
3
0
2
0
）
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ー
訂
　
　
正
ー

　
4
月
1
0
日
号
本
紙
『
施
政
方
針
の
概

要
・
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
』
の
中
で
、
　
「
知
的
障
害
者
更

生
施
設
な
か
ま
の
家
」
が
「
知
的
障
害

者
更
正
施
設
な
か
ま
の
家
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
賑
わ
い
空
間
創
出

事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
競
技
の
参
加
者
で
、

「
江
頭
慎
」
が
「
江
藤
慎
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
ぴ
い
た
し

ま
す
。

広
報
発
行
に

上
村
忠

福
祉
に

　
西
野
美 善　

　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
男
（
横
浜
市
）
一
万
円

　
　
枝
（
練
馬
区
）
一
万
円

表
紙
の
写
真

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
6
市
町
村
で
進

め
て
い
る
里
創
プ
ラ
ン
事
業
。
そ
の
ソ

フ
ト
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発

見
」
の
応
募
締
め
切
り
が
、
7
月
末
日

と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ス
テ
キ
発

見
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど

「
小
中
学
生
5
0
0
0
人
の
写
真
騒
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
仙

田
小
学
校
5
・
6
年
生
2
1
人
（
3
月
当

時
）
が
応
募
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

月
号
は
、
そ
の
応
募
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

o
　OO　ロロ　ーlr　■．一　甲，

　0
、◎

　OO議oO

小
わ
じ

　
　
畔
項

　
　
高
崎
正
風
選

朝
掘
り
の
た
け
の
こ
下
げ
て
客
の
来
る

深
呼
吸
し
て
陽
炎
の
道
を
行
く

園
児
等
の
姻
料
つ
か
ま
え
し
散
歩
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

春
耕
の
小
昼
楽
し
む
老
夫
婦

老
鴬
や
廃
嘘
の
庭
を
懐
し
み

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

種
下
す
汗
ば
む
ほ
ど
の
ハ
ゥ
ス
か
な

床
に
臥
し
達
者
を
恋
う
る
春
の
窓

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

一
日
の
交
通
止
や
ぶ
な
青
む

失
せ
し
物
ひ
ょ
っ
こ
り
出
で
し
雪
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

ふ
る
さ
と
は
今
も
昔
の
綜
か
な

旧
街
道
と
は
老
人
の
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

玄
関
に
著
義
の
花
活
け
客
を
待
つ

名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
来
て
お
り
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

前
う
し
ろ
シ
ャ
ツ
を
違
へ
て
四
月
馬
鹿

異
国
よ
り
嫁
の
ま
た
来
し
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

節
分
の
荒
れ
ね
ば
越
の
春
は
来
ず

も
う
一
度
マ
ス
ク
を
は
ず
し
会
釈
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

白
鷺
の
来
て
い
る
川
の
水
温
む

二
人
連
れ
若
者
の
早
や
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

一
病
の
無
能
の
吾
に
山
笑
ふ

黄
水
仙
宅
急
便
に
道
問
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

愛
し
げ
に
婆
ぜ
ん
ま
い
を
揉
み
ま
わ
し

新
聞
も
見
飽
き
飯
待
つ
日
永
か
な

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

鯉
は
ね
る
池
の
ほ
と
り
の
蓬
摘
む

花
冷
え
や
予
定
を
変
え
て
針
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

初
物
の
独
活
の
ご
ま
和
え
あ
る
夕
餉

花
土
産
三
兄
弟
の
だ
ん
ご
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

去
年
切
り
し
櫟
の
株
の
芽
吹
き
を
り

腰
下
ろ
す
株
の
め
ぐ
ら
の
ひ
こ
ば
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

春
耕
の
整
う
納
屋
の
耕
運
機

春
風
に
ふ
と
口
遊
む
童
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條

枝
を
は
る
力
を
見
た
り
若
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑

老
桜
水
車
の
ま
わ
る
湯
宿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
石
澤

満
開
の
櫻
並
木
を
友
と
行
く

　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田

想
い
出
の
語
り
尽
せ
ず
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂

鯉
幟
頭
上
に
躍
り
露
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉

　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野

澄吉石代治平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
ロ
タ
マ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
木
和
人

幾
重
に
も
か
さ
な
り
合
う
て
春
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
春

●休日救急医

5月16日　長山医院（津南町）

　　　　盈66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　　盈57－3018
　23日　大坪医院（四日町）

　　　　盈57－6100
　30日　高木医院（土市）

　　　　暦58－2361
6月6日　　本町クリニック　（本町3）

　　　　暦50－1160
　13日　池田医院（本町西）

　　　　盈52－2581
　　，9〃

1驚蚤
監　　　 、

　　　一》一5

老
年
期
の
心
の
健
康

　
年
々
高
齢
者
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

が
、
家
庭
で
は
若
者
、
子
供
中
心
に
動

い
て
い
る
の
が
現
実
か
と
思
い
ま
す
し
、

そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
ん
な
生
活
の
中
で
、
高
齢
者

が
家
の
中
で
孤
立
し
た
り
、
孤
独
感
を

味
わ
っ
て
い
た
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
者
の
心
の
病
は
、
そ
ん
な
所

か
ら
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　
歳
を
と
る
こ
と
は
、
人
間
だ
れ
に
も

平
等
に
や
っ
て
来
る
も
の
で
す
が
、
人

生
の
後
半
に
入
り
「
死
」
を
間
近
に
意

識
す
る
気
持
ち
は
、
若
い
人
に
ば
理
解

が
難
し
い
で
し
ょ
う
。
愚
痴
っ
ぽ
く
な

っ
た
り
、
同
じ
事
を
ク
ド
ク
ド
言
っ
た

り
す
れ
ば
、
　
「
ま
た
何
か
言
っ
て
る
」

と
取
り
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
で
も
、
そ
れ
が
、
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
り
、
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い

気
持
ち
の
表
れ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
回
と
は
い
か
な
く
て
も
、
ゆ
っ
く
り

と
耳
を
傾
け
接
し
て
あ
げ
れ
る
心
の
ゆ

と
り
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
家
庭
の
中
で
役
割
を
、

持
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
楽
し
み
を
持
つ

こ
と
も
大
切
で
す
。
時
に
は
、
家
族
み

ん
な
で
外
出
や
旅
行
も
い
い
で
す
ね
。

そ
ん
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
痴
ほ
う

や
う
つ
病
の
予
防
、
ひ
い
て
は
家
族
円

満
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
疑
い
ぶ
か
く
な
る
な
ど
の
傾
向
が
出

　
て
く
る
も
の
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
変
化
は
必
ず
お
こ

る
も
の
で
は
な
く
、
孤
立
、
無
為
、
劣

等
感
、
不
安
、
不
満
な
ど
か
ら
生
ず
る

二
次
産
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
家
庭
環
境
や
社
会
状
況
が
高
齢
者

の
性
格
を
つ
く
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
明
日
は
我
が
身
。
今
の
親
と
の
関
係

が
、
将
来
、
自
分
と
子
供
と
の
関
係
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
お
互
い
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
て
接
し
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。

げ
萎
じ
耀
鶴
謹
慧

の
変
程
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
麗

れ
ま
す
。

●
若
い
時
の
性
格
が
顕
著
に
な
る
も
の
・
聡

・
性
格
に
ま
る
み
が
窪
調
和
的
に
認

な
る
も
の
．
　
　
　
　
　
騒

．
蛯
離
蝋
疑
趨

愚
　
　
　
　
　
　
翻
灘
灘
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歩さん▲5年生登坂

崩9．－☆）

蟹、脚

宗　次　郎

13：00開場
14＝00開演I

I

　
　
　
　
尋

　
　
ロ
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一
－

会場■二六公園野外スデージ

雨天の場合／川西中学校体育館
　　　（当日午前9時主催者より発表）

前売券
●S席／4，000円（大人・高校生以下共通）

●A席／大人3，000円高校生以下1，500円

　　　　　（当日券各500円増し）

》
一
た
の
し
い
も
り
」

　
2
年
生
川
崎
有
甘
さ
ん

永
株

・

儀
樹

（
6
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）

▲6年生小林儀樹くん
▲「光の国へようこそ」

　3年生・4年生共同作品
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